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1検査機関（財)東京顕微鏡院

2検査方接ゲルマニウム半導体検出器を用いたガンマ線ｽぺｸﾄﾛメータによる核種分析法

3検査結果

O市立津田保育園(食材採取日:平成24年7月24日、検査日:平成馴隼7月24日）

喜平保育園(食材採取E ゴ23届O市立喜平保育園(食材採取国;平成24年7月20日､桧杏日粟競24隼7日”FI1

幸田1釆育園(食材採取員 軍7月24円

○市立鈴木保育園(食材採取臼;平成24年7月26国、検査臼:平成24年7月90目）O市立鈴木保育園(食材採取臼;平成24年7月26日紬杏僧
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放射性物質検査結果(BCI／lEg）
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‘平成24年3月15日食安発第0315第1号による基準値

‘半減期が短く､既に検出が認められない放射性ﾖｳ素について基準値は設定されていません。
‘'乳製品は一般食品に含まれます。

，乳児の年齢については､児童福祉法等に準じて1.1歳未満｣をその対象とします。
｡米及び牛肉は平成24年9月30日まで､大豆は同年12月31日までの経過措置期間が設けら
れています。
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※検出下限値とは

その分析法や計測機器で検出できる最小値(最小限度)のことをいい､この値は､測定環境(自
然界に存在する大気中の放射線量等)､測定条件(時間､食品重量等)､検査対象品目によって
異なってきます。
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